





























































2… 日本在住 15 年の人権活動家、ジョエル・アソグバは、「他のアジア系民族に対する差別は、今なお存在している。
韓国系の知り合いは、差別を受けることを恐れて、子どもたちに韓国系であることを隠すように言い聞かせている。





























例：高ポラン（ ）、趙アルム（ ）、崔ハンギル（ ）、金チャドル（ ）、呉オク
セ（ 6）高セナル（ ）、金セッピョル（ ）、崔サラン（ ）
D：民族読みでも日本読みでも同じ、もしくは違和感がない命名
例：蔡誠志・蔡賢志（ ・ / セイジ・ケンジ）、李美奈（mina）、羅世実（カタカナ読
みで「セシル」）







































スト 10）が公表されているが、朝鮮日報（韓国の新聞）によると 2013 年生まれの子どもの名
前は男児場合、① （ミンジュン）、② （ソジュン）、③ （チウォン）、女児の場合、
① （ソヨン）、② （ソユン）、③ （チウ）となっており「女児の名前が男児に比べ、
流行に左右されやすい」と分析している。
　在日コリアンの子どもの名前に使っている使用頻度の高い文字（ハングル）を調査した資料
（ランキング）によると「表 2」のような傾向が表れたという（雑誌… …（セセデ）、2011 年
9、10 号をもとに筆者作成）7。
7… このランキングは被調査者コミュニティにおいて 1998 年と 2010 年時に青年年齢期（16 歳～ 28 歳）の若者 2,000
人（1998 年：男性 500 人、女性 500 人／ 2010 年：男性 500 人、女性 500 人）のデータを元に雑誌編集部が調査し
たものである。





「浩」は 1960 年と 1961 年の人気№ 1の名前であったことを付け加えておく（朝日新聞 2012 年
4 月 14 日付、明治安田生命調べ）。
表 2：被調査者コミュニティにおいて名前に使用された人気ハングル文字とその漢字
…… 女性 …… … … … … 男性
漢字 全体比 98 年比 漢字 全体比 98 年比
1………미 美、未… 24.0% 同 1………성 成、誠、晟、聖… 16.2% 同
2………화 和、華… 10.6% 4 位 2………수 樹、寿、洙、修… 14.4% 同
3………영 英、栄、永… 10.0% 7 位 3………태 太、泰… 9.0% 9 位
4………향 香、郷… 8.8% 8 位 4………영 英、栄、永… 8.4% 3 位
5………순 純、順、淳… 8.0% 2 位 5………호 浩、鎬、虎、豪… 8.0% 同
6………리 梨、里… 7.8% 初 6………철 哲、鉄、徹… 7.8% 4 位
7………혜 恵、彗、慧… 7.6% 10 位 7………기 起、基、紀… 6.0% 初
8………나 奈、那… 7.4% 初 8………일 一、日、逸… 5.4% 6 位
9………유 由、裕、侑… 7.4% 初 9………현 玄、賢、弦… 4.8% 7 位














　ここでも男女に差があることが伺える。男性言及数 122 に対し、女性は 85（グラフ 5）となっ
















































































ば 2006 年 12 月 15 日現在、東京朝鮮中高級学校の高級部 3年生の総数 228 人中、「国籍」表示
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「在日」とエスニシティ（2）
としての「朝鮮」141 人（約 62%）、「韓国」82 人（約 36%）、「日本」5 人（約 2%）であった
が、同教員によると「朝鮮」から「韓国」への変更が増加しているという。その後の資料（朝














































































成銀（2005）が指摘するように、1905 年の「乙巳 5 条約」自体が当時の国際法上「無効」で




































































































チ（ ＝ 1 歳祝い）などで着せることがあるが、現在も朝鮮学校周辺コミュニティにおい
ては一般化している。
　1950年代まで在日1世の男性の中には普段着としてパジ・チョゴリを、そして外出時にはトゥ













































































































































（39）…… （2009）『 … …』… …… …（ ）
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